
時間・⾳響空間・モダリティ制御可能な
拡張テレワーク実験システムの構築と伝達⾏動実験

表 2 条件ごとの「間」 

  ①対⾯ ②Zoom ③拡張 TWS 

平均「間」(sec) 0.751 3.145 1.351 

カウント数 37 99 56 

 
３）フレーズの発⽣とジェスチャの発⽣ 

 対話の量や質にどのような変化があったかを分析しようとする際には、まずは会話
を書き下し、ジェスチャとともに記述する必要がある。今回はこれらを ELAN（図
2）ソフトウェアを⽤いセッションを記述する。現在、この記述の最中であり、まだ
分析の⽅針も決定はしていないが、⾔語とジェスチャの発⽣頻度やその内容などを定
量化し、⽐較できるようにしていくことを考えている。 
 

 
図 4 フレーズ・ジェスチャ分析 

 
今後の計画 
 今後はここまで報告してきたタスクと評価指標の構築を第⼀に進めていく。また、参加
者の主観的報告をまとめると、対⾯と拡張 TWSの間に溝を感じており、この溝がなぜ発
⽣しているのかを同定し、次のシステムの構築へ⽣かす。⼿近で対応できそうな点として
は、相⼿の画⾯を⾒ているとき、相⼿にも同じ画像が伝わっていると参加者は無意識にと

１．研究概要
• テレワーク対象を対⼈業務に広げる「拡張テレワークとその展望」を社
会に提⾔しました（2020年4⽉20⽇）。

• 経営課題として「テレワークによる帰属意識・モチベーションの低下」
に関する相談、従来のテレワーク技術に対する課題解決へのニーズが複
数企業から集まりました。

• 本研究ではニーズを遠隔コミュニケーションに関する研究課題としてブ
レイクダウンしました。

• 遠隔コミュニケーションにおける問題要因を①時間、②空間、③モダリ
ティと整理し、優先度が⾼い課題である①時間から取り組みました。

２．実施内容
• ①時間、②空間の差異を定量的に評価かつ制御可能な拡張テレワークシ
ステムを構築しました。

• ①時間遅れとコミュニケーションの関係を明らかにすべく、評価指標を
仮説設定し⾏動実験を⾏いました。

３．予備実験とその⽰唆
• 時間遅れに応じて、遅れと直接関係ない間のとり⽅においてもその時間
が増加することが⽰唆されました。これは話している本⼈は意識してお
らず、気づかずに時間が失われている、という仮説をもたらしました。

４．今後の展望
• 今後はこのようなコミュニケーションの様態の変化に加え、⼈間関係や
エンゲージメントなどとの関係を探っていく予定です。

構築した拡張テレシステム
遅延、⾳響空間が操作可能
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